
 

 

 

 

 

 

中日本高速道路株式会社は、４月６日（木）から１５日（土）までの春の全国交通安全運動期間中、

警察機関など関係団体との連携・協働により交通安全キャンペーンを実施します。 

過去の事例から、４月は交通死亡事故が多発する傾向にあります。これからの季節、高速道路をご

利用される際には、ゆとりをもった安全運転を心掛けていただきますようお願いします。 

 

なお、当社が管理する高速道路においては、２０１７年に入って７件の交通死亡事故が発生し、こ

のうち６件が高速道路上の停止車両や人に後続車が追突する形態の事故であるほか、１件が高速道

路を逆走したことによる事故となっています。 

事故や故障等で高速道路上にやむを得ず停止した際には、本線や車内に残らず、ガードレールなど

の防護柵より外側の安全な場所へ、足元に注意しながら避難していただきますようお願いします。 

また、高速道路を逆走しないために、ご利用の際には標識や路面標示を確認し、指定された方向へ

の走行をお願いします。万が一、逆走をしてしまった場合には、周囲を確認したうえでハザードラン

プを点灯して非常駐車帯や路肩に停止し、安全な場所から速やかに１１０番や非常電話、道路緊急ダ

イヤル（＃９９１０）などで通報をお願いします。 

 

【概要】 

1. 春の全国交通安全運動【別紙１ページ】 

 実施期間：平成２９年４月６日（木）から１５日（土）までの１０日間 

 交通安全キャンペーン項目及び交通安全イベントの実施場所等の詳細については当社公式

Ｗｅｂサイトに別途掲載いたします。 

2. 交通死亡事故の発生状況【別紙２ページ】（※件数、人数等の値は会社調べによる速報値） 

 ２０１５年、２０１６年には４月に増加傾向【図１】 

 ２０１７年は合計７件発生【図１】 

 ２０１７年は高速道路上の停止車両や人への追突事故が７件中６件を占める【図２】 

 ２０１７年は高速道路の逆走による事故も１件発生している【図２】 

3. 安全運転ポイント【別紙３ページ】 

 ゆとりをもった運転を 

①十分な車間距離を確保 ②わき見をしない ③安全な速度で走行 

 高速道路上で停止してしまった場合は、 

①後続車へ合図 ②足元などに注意し安全な場所へ避難 ③通報 

 渋滞を発見したら、ハザードランプを点灯し後続車へ合図 

 高速道路の逆走に注意 

 すべての座席でシートベルトを着用 

4. 事故対策について【別紙４～１１ページ】 

 高速道路の逆走対策 

 暫定二車線の高速道路の正面衝突事故防止対策 
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１．春の全国交通安全運動に協賛し、交通安全キャンペーンを実施します 

 

 実施期間 

平成２９年４月６日（木）から１５日（土）までの１０日間 

 

 交通安全キャンペーン項目 

近日中に当社公式Ｗｅｂサイトでお知らせする予定です。 

 

 イベント実施内容 

・警察や関係機関との連携による交通安全の呼び掛け 

・交通安全グッズやリーフレット等の配布 

・発炎筒の着火体験や停止表示器材（三角停止板）の使用体験等の実施 など 

 

 主なイベント実施場所 

当社管内のサービスエリア、パーキングエリアなどで実施する予定です。具体的な日時や場所等の詳

細については、近日中に当社公式Ｗｅｂサイトでお知らせする予定です。 

※天候その他の事由により中止させていただく場合があります。あらかじめご了承くださいますよ

うお願いします。 

 

≪参考≫過去の交通安全イベント実施状況 
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２．２０１７年における交通死亡事故の発生状況 

 

２０１７年において、３月２０日までに合計７件の交通死亡事故が発生しています。 

また、過去の発生状況から４月に増加する傾向がみられ（２０１５年は１０件、２０１６年は９

件それぞれ４月に発生）、これからの季節は交通事故の増加に注意が必要です。 

 

【図１】交通死亡事故件数の月別累計（会社調べ・２０１７年は３月２０日まで） 

 

２０１７年に発生した交通死亡事故を形態別にみると、故障等のトラブルや渋滞などで高速道路

上に停止していた車両や、高速道路上の人に追突する事故が、７件中６件と多発している状況にあ

ります。また、残る１件については高速道路を逆走したことによる事故となっています。 

 

【図２】２０１７年に発生した交通死亡事故形態別内訳（会社調べ） 
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３．安全運転ポイント 

 

 ゆとりをもった運転を！ 

運転中は、十分な車間距離をとり、わき見をせず、安全な速度で走行し

ていただきますようお願いします。 

特に、自動二輪車の急ハンドルや急ブレーキは車両の転倒など重大事故

に直結するおそれがありますので、ライダーの皆さまには、周囲の交通状

況に十分注意し、危険を予測しながら運転していただきますようお願いし

ます。 

 

 

 高速道路上で停止してしまったときは 

事故や故障等により万が一高速道路上で停止してしまった場合は、ハザードランプを点灯すると

ともに、発炎筒・停止表示器材を車の後方に無理のない範囲で設置し、後続車へ合図してください。 

また、車内や道路上に残るのは大変危険ですので、運転者も同乗者も全

員、通行車両や足元に十分に注意し、ガードレールなどの防護柵より外側

の安全な場所へ避難してください。 

避難後は、１１０番や非常電話、道路緊急ダイヤル（＃９９１０）など

で通報をお願いします。 

 

 

 渋滞を発見したらハザードランプの点灯を！ 

渋滞末尾に近づいた際にはハザードランプを点灯し、後続車に合図する

などして、追突事故の防止に心掛けて下さい。 

 

 

 高速道路の逆走にご注意を！ 

行き先や出口間違いをした際のＵターンなどにより、高速道路を逆走した車両が関係する重大事

故が発生しています。万が一、逆走車両を発見した場合は、料金所やサービスエリア・パーキング

エリアなどの安全な場所から、１１０番や道路緊急ダイヤル（＃９９１０）などで通報をお願いし

ます。 

また、高速道路をご利用される際には、標識や路面標示を確認し、指定

された方向への走行をお願いします。万が一、逆走をしてしまった場合に

は、周囲を確認したうえでハザードランプを点灯して停止し、安全な場所

から速やかに１１０番や非常電話、道路緊急ダイヤル（＃９９１０）など

で通報をお願いします。 

 

 

 全席シートベルトの着用を！ 

運転席と助手席だけではなく、後部座席も含め必ずすべての座席でシー

トベルトの着用をお願いします。また、お子さまには体格と車に合ったチ

ャイルドシートの使用をお願いします。 
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４．事故対策について 

 

 高速道路の逆走対策 
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